
　

昨
年
11
月
26
日
、
開
校
１
３
０

周
年
式
典
が
行
わ
れ
た
島
内
小
学

校
に
は
地
域
の
住
民
な
ど
か
ら
、

小
学
校
の
歴
史
に
係
わ
る
情
報
が

寄
せ
ら
れ
、
式
典
の
盛
り
上
げ
に

ひ
と
役
買
い
ま
し
た
。
式
典
の
開

催
を
通
し
て
、
小
学
校
を
支
え
よ

う
と
い
う
島
内
の
気
風
と
住
民
の

つ
な
が
り
を
改
め
て
感
じ
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
校
章
に
つ
い
て
は
、

高
松
の
中
屋
雅
温
さ
ん
（
78
）
が

考
案
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
昭
和

33
年
校
章
制
定
の
際
に
贈
ら
れ
た

記
章
を
自
身
が
保
管
し
て
い
る
と

の
話
が
寄
せ
ら
れ
、
中
屋
さ
ん
か

ら
こ
れ
を
借
用
し
、
校
内
で
展
示

し
ま
し
た
。

　

後
日
、
中
屋
さ
ん
は
、「
松
本

市
の
松
か
ら
松
葉
を
モ
チ
ー
フ
に

し
、
松
葉
の
形
は
島
内
の
地
形
を

表
し
た
。
ま
た
、
島
内
の
内
を
入

れ
た
が
、
内
に
止
ま
る
こ
と
な
く

躍
進
し
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
を

込
め
た
」
と
、
当
時
の
思
い
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
こ
の
公
民
館
報
で

紹
介
し
た
「
我
郷
（
島
内
）
の
歌
」

は
、
大
正
時
代
に
島
内
小
学
校
の

教
師
で
あ
っ
た
犬
飼
芳
郎
（
東
方

出
身
）
の
作
。
合
唱
部
の
子
ど
も

た
ち
が
、
式
典
の
た
め
に
練
習
し

披
露
し
ま
し
た
。「
言
葉
は
ち
ょ
っ

と
難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
歌

い
や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
」「
島
内
の

風
景
を
思
い
浮
か
べ
て
歌
い
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

藁細工の 「宝船」 は津田壽さんの作品 （手作り作品三人展より）

6年生の発表

中屋雅温さんが保管する校章

島内カルタを使った1年生の発表 合唱部の発表

受け継ぐ島内の宝
～島内小学校 130 周年を迎えて～
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島
高
松
町
会
の
公
民
館
が
平
成

28
年
11
月
19
日
に
建
坪
１
０
０
坪

で
新
築
落
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

建
物
は
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
で

誰
に
も
や
さ
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
な
っ
て
お
り
、
会
議
室
は
机
と

椅
子
使
用
の
三
室
あ
り
ま
す
。　

　

当
町
会
は
松
本
市
の
北
西
に
位

置
し
、
西
に
梓
川
が
流
れ
、
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境

に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

交
通
は
大
糸
線
の
島
高
松
駅
が

あ
り
、
通
勤
通
学
に
便
利
で
松
本

市
近
郊
の
田
園
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。
昭
和
53
年
に
高
松

町
会
か
ら
独
立
し
、
現
在
５
３
５

世
帯
１
５
０
０
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
地
域
社
会
の
環
境
は
地

域
経
済
の
衰
退
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
の
希
薄
化
、
少
子
高
齢
化
な

ど
地
域
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
様
な
中
、
当

町
会
で
は
「
だ
れ
も
が
安
心
し
て

快
適
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」

を
基
本
方
針
と
し
て
活
動
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
公
民
館
を
「
活
動
の
拠

点
」
に
、
さ
ら
に
多
く
の
町
民
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
全

て
の
人
が
安
ら
ぎ
の
中
で
安
全

で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

島
高
松
町
会
長　

堀
内　

嘉
昭

　

島
内
地
区
に
は
、
25
名
の
民
生

児
童
委
員
が
お
り
、
受
け
持
ち
地

域
を
決
め
て
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

任
期
が
３
年
の
た
め
、
12
名
の
委

員
が
今
回
替
わ
り
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
医
療
や

介
護
、
子
育
て
、
児
童
福
祉
な
ど
、

様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
、
課
題
解

決
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
の
つ
な

ぎ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
法
に
よ
り

秘
密
を
守
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

島
内
地
区
で
も
、
近
年
高
齢
者

が
増
加
し
て
お
り
、
見
守
り
や
、

声
掛
け
、
安
否
確
認
な
ど
に
努
め
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
、
行
政
機
関
等
と
連

携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
な
お

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
際
に
は
伺
い
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
記
は
、
昨
年
12
月
に
民
生
児

童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
一

覧
で
す
。
担
当
町
会
を
確
認
さ
れ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

島
内
地
区

民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長

布
山 

崇
三
沢
加
代
子

髙
山　

忠
久

原　
　

礼
子

藤
原　

早
苗

細
井　

永
子　

堀
内　

律
の

細
田　

元
子

栁
澤
三
枝
子

原　
　

健
一

布
山　
　

崇　

小
原　

寛
子

宮
下　

信
一

川
舩　

俊
市

関
澤
い
さ
子

石
川　

孝
子

武
井　

征
房

清　
　

孝
子

犬
飼
さ
ち
子

北
原　

和
子

金
井　

孝
行

麻
和　

秀
明

逢
澤　

京
子

大
沢　

勝
人

櫻
井
由
美
子

黒
岩　

道
別

　

校
長
室
の
金
庫
に
は
四
半
世
紀

を
超
え
て
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
今
回
の
島
内
小

１
３
０
周
年
記
念
式
典
で
、
金
管

部
が
演
奏
し
好
評
を
博
し
た
「
木

曽
節
」
の
楽
譜
で
す
。

　

金
管
部
は
平
成
２
年
に
県
の
推

薦
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｂ
Ｆ
（
全
国
小

学
校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
東
日
本
大
会
）
に
出
場
し
ま
し

た
。
そ
の
折
に
長
野
県
の
音
楽
の

発
表
と
い
う
こ
と
で
、
当
時
か
ら

著
名
な
作
曲
家
だ
っ
た
後
藤
洋
先

生
に
木
曽
節
の
編
曲
を
依
頼
し
、

同
曲
の
島
内
小
オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
来
、
音
楽
専
科
に
よ
っ
て
引
き

継
が
れ
、

現
在
は
コ

ン
ク
ー
ル

や
交
歓
演

奏
会
な
ど

で
演
奏
さ

れ
て
い
ま

す
。

（
小　

宮
）

（
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
小
宮
、小
宮
西
）

（
高　

松
）

（
島
高
松
）

（
島
高
松
）

（
島
高
松
）

（
北　

中
）

（
南　

中
）

（
青　

島
）

（
青　

島
）

（
青　

島
）

（
中　

田
）

（
新　

橋
）

（
新　

橋
）

（
松　

島
）

（
松　

島
）

（
東　

方
）

（
東　

方
）

（
町
）

（
北　

方
）

（
上
平
瀬
・
平
瀬
川
西
）

（
平
瀬
川
東
・
下
田
・
犬
飼
新
田
）

（
山　

田
）

（
主
任
児
童
委
員
）

（
主
任
児
童
委
員
）
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